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第4分野

摂食・嚥下リハビリテーションの介入
ⅠⅠ 直接訓練・食事介助・外科治療

■B5判／120頁／2色刷　
■定価3,360円（本体3,200円＋税5%）
ISBN978-4-263-44867-0

日本摂食・嚥下リハビリテーション学会 編集

■日本摂食・嚥下リハビリテーション学会では，摂食・嚥下リハ
ビリテーションの啓発と普及、その安全で効果的な実施を積
極的に具現化するために、「学会認定士」を制度化しています． 
■学会認定士の重要な申請要件の一つとして，同学会ではイ
ンターネット学習システム（eラーニング）のカリキュラムを作
成しており，本書は，このカリキュラムによる学習をサポートす
る内容になっています． 
■目次はeラーニングコンテンツを踏襲した内容で構成され，
摂食・嚥下領域の基礎知識について，体系的に6分野78項目に
分類された最重要事項をわかりやすく解説していますので，摂
食・嚥下リハビリテーションにかかわるすべての医療スタッフ
の最適なリファレンスマニュアルとしてご活用できます． 
■コンテンツはほぼ分野ごとに1冊の書籍としてまとめられて
おり，本書はこのうち「第4分野 摂食・嚥下リハビリテーション
の介入 Ⅱ」にあたり，直接訓練・食事介助・外科治療について
簡潔にわかりやすく解説しています．

§16　直接訓練（総論）
●51　直接訓練とは　　　
直接訓練とは／直接訓練の適応／経口摂取開始の前提条件　ほか
●52　段階的摂食訓練の考え方
直接訓練における段階的摂食訓練／段階的摂食訓練の考え
方／段階的摂食訓練の適応　ほか
§17　直接訓練（各論）
●53　直接訓練時の環境設定
患者を取り巻く環境の要素／直接訓練時の環境設定の目的
／直接訓練時の環境設定の対象　ほか
●54　直接訓練で用いる嚥下誘発手技
嚥下誘発手技とは／おもな嚥下誘発手技／Thermal tactile 
stimulation；冷圧刺激法１（Lazzaraらの冷圧刺激） ほか
●55　体位・頸部姿勢の調整　
体位・頸部姿勢調整／代表的な体位・頸部姿勢調整法／体幹
角度調整（リクライニング位） ほか
●56　直接訓練で用いる嚥下手技
嚥下手技に共通する留意点／嚥下の意識化；think swallow
／息こらえ嚥下（法）；supraglottic swallowの意義，適応，
方法　ほか
●57　食事場面の直接訓練　
食具選択と使用法の視点／スプーンの選択　ほか
§18　食事介助
●58　食事場面の観察（中止を考えるとき，条件を守る工夫）
食物の認識／捕食動作／食事内容／一口量／口からのこぼ
れ／咀嚼と食塊形成　ほか
●59　食事時の口腔内装具（義歯，ＰＡＰ）
食事時の口腔内装具の種類／義歯の種類（総義歯／部分義
歯）／義歯の必要性／義歯が具備すべき条件　ほか
●60　食事用自助具　
福祉用具／福祉用具の分類／自助具（self help device）と
は／自助具が備えるべき条件　ほか
●61　摂食・嚥下障害患者に対する捕食から嚥下までの介助
食事介助に関連した援助の要素／先行期に関連した摂食環
境調整と食事介助／口唇での捕食が困難な場合　ほか
●62　認知症・高次脳機能障害があるときの食事介助　
高次脳機能障害，認知症とは／高次脳機能障害，認知症で
影響を受けやすい摂食・嚥下過程　ほか
§19　外科治療
●63　嚥下機能改善手術・誤嚥防止手術　
嚥下障害での外科的治療の適応／術式決定に必要な項目／
嚥下障害のタイプと術式　ほか
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第3分野
摂食・嚥下障害の評価
患者観察のポイントから，スクリーニングテスト，
嚥下内視鏡検査，嚥下造影，重症度分類までを解説．
■B5判・116頁・2色刷
■定価 3,150円（本体 3,000円＋税5％） 
ISBN978-4-263-44863-2

第1分野
摂食・嚥下リハビリテーションの全体像
摂食・嚥下リハビリテーションの全体像を総論，
解剖・生理，原因と病態に分け解説．
■B5判・116頁・2色刷
■定価 3,150円（本体 3,000円＋税5％） 
ISBN978-4-263-44862-5

日本摂食・嚥下リハビリテーション学会 編集「eラーニング対応」シリーズ6分野全7巻

第4分野 摂食・嚥下リハビリテーションの介入 　 直接訓練・食事介助・外科治療

第2分野
摂食・嚥下リハビリテーションの前提
リスク回避，感染対策，関係法規・制度について
簡潔にわかりやすく解説．
■B5判・96頁・2色刷
■定価 3,045円（本体 2,900円＋税5％） 
ISBN978-4-263-44864-9

第5分野
摂食・嚥下障害患者の栄養
臨床栄養の基礎，経管栄養法，
食物形態の調整について簡潔にわかりやすく解説．
■B5判・104頁・2色刷
■定価 3,045円（本体 2,900円＋税5％） 
ISBN978-4-263-44865-6

第6分野
小児の摂食・嚥下障害
小児の摂食・嚥下障害の
総論，原因疾患，対応について解説．
■B5判・78頁・2色刷
■定価 2,940円（本体 2,800円＋税5％） 
ISBN978-4-263-44861-8

摂食・嚥下リハビリテーションにかかわる
すべての医療スタッフの

リファレンスマニュアルとして最適！

第4分野
摂食・嚥下リハビリテーションの介入
    口腔ケア・間接訓練 
口腔ケア，間接訓練についてわかりやすく解説．
■B5判・144頁・2色刷
■定価 3,570円（本体 3,400円＋税5％） 
ISBN978-4-263-44866-3

第4分野
摂食・嚥下リハビリテーションの介入
    直接訓練・食事介助・外科治療
直接訓練，食事介助，外科治療について解説．
■B5判・120頁・2色刷
■定価 3,360円（本体 3,200円＋税5％） 
ISBN978-4-263-44867-0


